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１．背景 

近年、環境中に潜在する光や熱、振動、電磁波

等をエネルギー源として電力として得る環境発電

が注目を集めている。先行研究ではテレビ放送波

をエネルギー源とした電力回収が検討され、放送

塔から 4[km]離れた場所で 60[μW]程度の電力回
収が可能であることが実証されている[1]。 
環境中の電磁波のエ ネル ギー密度は

1[μW/cm2]程度と非常に小さい。しかし、住環境の
家電製品等から放射される電界強度は、その変動

が 1[%]以下である事が実験的に示されている[2] 。
電磁界に着目した電力回収により、微小だが、安

定した環境発電の実現が期待できる。 

 
２．目的 

本研究は、住環境の家電製品から放射される電

界(環境電界)に着目した電力回収を目的とするも
のである。本稿では、先行研究で製作された電圧

計に加えて数[nA]程度の電流が計測可能な微

小電流計を製作し、回収電力を定量的に評価す

る。 
 
３．微小電流計の製作 

環境電界によって生じる電流を測定するため nA
オーダーでの電流測定が可能な微小電流計を製

作した。微小電流計の回路図を図 1 に示す。使用
したオペアンプ（LMC662）は入力バイアス電流が
2[fA]と非常に小さく、微小電流の測定に適したも
のであると考えられる。微小電流計では、出力電圧

を下記の式(1)に代入して入力電流に変換する。 

IIN =
VOUT

R
             (1) 

 
図 1．微小電流計回路図 

 
微小電流計の精度評価として、抵抗体を微小電

流計に直列に接続し、抵抗体に流れる電流を評価

した。アドバンテスト社製エレクトロメータ（型番：

R8240）の測定値を真値として比較したところ、
2[%]程度の誤差を含んでいることを確認した。 

 
４．実験方法  

微小電流計と、前年度に製作された電圧計を組

み合わせた微小電力計を用いて、家電機器から放

射される電界の電力を評価した。測定は、他の電

磁ノイズの混入を防ぐため、電波暗室にて実施し

た。なお、受信部は外部からの漏洩電流等の影響

を除外するため、アースから切り離してある。 
 

５．結果と考察 

回収電力の測定結果を表 1に示す。受信部と家
電製品の距離 d[cm]が大きくなる程、回収電力は
小さくなった。機器自体の消費電力と環境電界か

らの回収電力との間に相関関係は見られなかった。

また、機器のスイッチの ON/OFF の状態により、回
収電力が大きく異なることが分かった。 

 
表 1．実験結果 

名称 
消費

電力
[W] 

スイッチ

の状態 

回収電力[nW] 
d= 

5cm 
d= 

10cm 
d= 

15cm 
冷蔵庫 60 ON 3.78 1.29 0.77 

電気ケトル 430 ON 0.078   
OFF 5.20 2.19 0.86 

ドライヤー 1200 ON 0.032 0.013 0.006 
OFF 1.78 0.60 0.32 

扇風機 33 
ON(弱) 0.74 0.29 0.18 
ON(強) 2.77 1.33 0.74 

OFF 8.35 4.26 2.45 

ヒーター 150 ON 19.1 4.18 3.26 
OFF 155.2 37.6 19.6 

 
６．まとめと今後の発展 

本研究では微小電流計を開発し、空間中の電

界からの回収できる電力の評価を行った。今後、

回収電力に差異が生じた理由を究明してゆくべき

であると考えられる。 
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